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私
は
明
治
四
年
の
九
月
に
愛
媛
県
の
東
端
れ
の
、
香
川
県
に
接
し
た
今
日
の
三
島
市
に
生
ま
れ
た
。
幼
年
　
　
…
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の
時
、
田
舎
の
漢
学
塾
で
論
語
や
孟
子
の
素
読
を
学
び
、
又
寺
小
屋
同
様
の
小
学
校
で
も
学
ん
だ
。
当
時
の
　
　
…
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小
学
校
は
、
初
等
、
中
等
、
高
等
と
三
つ
に
分
れ
て
は
い
た
が
、
何
年
で
卒
業
と
い
う
厳
格
な
規
定
も
な
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
、
読
書
と
習
字
が
主
な
学
科
で
あ
つ
た
。
中
途
で
漢
学
の
私
塾
に
一
年
近
く
学
び
、
論
語
と
孟
子
の
素
読
　
　

を
卒
え
た
私
に
は
、
小
学
校
の
教
科
書
は
比
較
的
自
由
に
読
め
た
の
で
、
人
よ
り
早
く
小
学
校
を
卒
業
す
る
　
　
㎜
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こ
と
が
出
来
た
。
小
学
校
は
、
校
長
と
助
教
の
二
人
で
、
二
、
三
百
の
児
童
を
受
持
つ
て
屠
つ
た
。

　
小
学
校
を
卒
え
て
後
、
約
一
年
程
の
間
、
名
目
は
忘
れ
た
が
、
小
学
校
で
教
師
の
手
伝
い
を
勤
め
た
。
た
　
　
一

ま
た
ま
校
長
が
今
治
の
出
身
で
あ
り
、
今
治
は
そ
の
時
分
四
国
に
お
け
る
有
名
な
キ
リ
ス
ト
教
伝
導
の
根
拠
　
　
「

地
で
、
京
都
の
同
志
社
に
学
ん
だ
者
が
多
く
居
つ
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
校
長
は
「
当
世
は
英
語
を
学
ぶ
　
　
「
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四

こ
と
が
、
最
も
必
要
で
あ
る
か
ら
、
同
志
社
へ
行
つ
た
ら
ど
う
か
。
」
と
私
に
勧
め
た
。
そ
こ
で
私
は
校
長

か
ら
、
同
志
社
在
学
中
の
校
長
の
友
人
へ
の
紹
介
状
を
貰
つ
て
、
笈
を
負
い
京
都
に
向
つ
て
出
立
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
明
治
十
八
年
で
、
私
が
十
五
才
の
時
で
あ
つ
た
。

　
そ
の
時
分
の
新
学
期
は
、
ど
こ
の
学
校
も
九
月
で
あ
つ
た
。
私
は
八
月
に
京
都
で
入
学
試
験
を
受
け
た
。

試
験
科
目
は
、
た
だ
一
科
目
で
、
そ
れ
も
先
生
の
前
に
呼
出
き
れ
、
十
八
史
略
の
宋
時
代
の
一
節
を
読
ま
せ

ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
完
全
に
は
読
め
ず
に
、
駿
々
先
生
か
ら
読
方
の
怪
し
い
箇
所
に
つ
い
て
、

読
み
直
し
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
多
少
不
安
で
あ
つ
た
が
、
果
し
て
見
事
に
落
第
し
入
学
は
出
来
な
か
つ

た
。　

私
は
京
都
に
着
い
た
時
、
西
本
願
寺
の
附
近
に
宿
を
と
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
宿
屋
は
本
願
寺
詣
り
の

人
達
の
定
宿
で
、
私
が
キ
リ
ス
ト
教
の
学
徒
を
志
願
し
た
こ
と
を
知
つ
た
宿
の
主
人
は
少
な
か
ら
ず
驚
い
た

ら
し
か
つ
た
。
同
情
し
た
主
人
は
種
々
奔
走
し
て
く
れ
て
、
そ
の
頃
、
西
本
願
寺
が
設
立
し
て
い
た
普
通
教

校
と
云
う
学
校
に
特
別
の
扱
い
で
入
学
を
許
し
て
も
ら
い
、
そ
の
寄
宿
舎
に
入
れ
て
貰
つ
た
。

　
本
願
寺
の
学
校
で
あ
る
か
ら
、
朝
晩
仏
前
で
勤
行
を
や
ら
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
、
そ
の
年
の
九
月
か
ら
十

二
月
迄
在
学
し
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
に
も
こ
の
学
校
は
自
分
の
気
に
喰
わ
な
い
の
で
あ
つ
た
。
生
徒
の
年



令
も
ま
ち
ま
ち
で
、
私
と
同
年
配
の
十
五
、
六
才
か
ら
、
年
上
の
二
十
才
前
後
の
者
も
可
な
り
多
か
つ
た
。

他
国
か
ら
京
都
へ
来
て
い
る
者
は
寄
宿
舎
に
寝
泊
り
す
る
の
が
普
通
で
、
寄
宿
舎
は
西
本
願
寺
附
近
の
民
家

を
使
用
し
て
居
つ
た
。
こ
こ
に
寝
泊
り
し
て
い
る
連
中
は
、
余
り
勉
強
を
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
飲
酒
は
勿

論
、
そ
の
他
の
悪
習
に
染
ま
つ
て
居
る
年
長
者
も
相
当
に
あ
り
、
一
般
に
風
紀
は
良
く
な
か
つ
た
。
余
り
遠

か
ら
ぬ
所
に
、
島
原
の
遊
廓
な
ど
が
あ
り
、
年
長
者
の
遊
び
場
所
に
な
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
つ
た
。

　
日
曜
日
に
な
る
と
、
私
は
い
つ
も
京
都
の
北
の
方
に
あ
る
同
志
社
の
附
近
を
散
歩
し
た
も
の
で
あ
る
。
矢

張
り
初
め
に
志
願
し
た
同
志
社
に
、
多
分
の
憧
れ
を
抱
い
て
居
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
三
、
四
ヵ
月
普
通
教
校

に
居
た
間
に
、
幾
度
と
な
く
同
志
社
の
附
近
を
俳
徊
し
、
ど
う
し
て
も
同
志
社
に
入
り
た
い
、
と
い
う
念
慮

は
去
り
難
く
、
遂
に
一
学
期
を
終
え
る
と
、
意
を
決
し
て
、
本
願
寺
の
普
通
教
校
を
退
学
し
た
。

　
そ
の
時
分
に
、
同
志
社
の
附
近
に
、
同
志
社
予
備
校
と
い
う
の
が
あ
つ
た
。
こ
れ
は
矢
張
り
、
普
通
の
町

家
で
、
教
室
に
は
机
も
腰
か
け
も
な
く
、
破
れ
畳
の
上
で
教
授
を
す
る
、
と
い
う
お
粗
末
千
万
の
も
の
で
あ

つ
た
が
、
こ
こ
で
一
年
勉
強
す
る
と
、
同
志
社
本
科
に
無
試
験
で
入
学
で
き
る
様
に
な
つ
て
い
た
。
今
か
ら

思
う
と
、
こ
れ
は
同
志
社
上
級
生
の
、
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
出
来
て
い
る
も
の
で
あ
つ
た
。

私
は
、
こ
こ
へ
入
学
し
た
。
そ
れ
で
も
、
本
願
寺
の
教
室
よ
り
、
学
力
の
つ
く
こ
と
に
格
段
の
相
違
を
感

五
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じ
、
満
足
で
又
愉
快
で
あ
つ
た
。

　
予
備
校
の
生
徒
は
、
二
、
三
十
名
で
あ
つ
て
、
年
令
も
十
五
・
六
才
か
ら
五
十
才
近
く
の
人
ま
で
混
つ
て

い
た
様
に
記
憶
し
て
い
る
。
学
科
は
英
語
が
主
で
、
数
学
・
国
語
・
漢
文
と
い
う
も
の
は
な
か
つ
た
。
或
る

日
授
業
中
、
立
派
な
洋
服
の
紳
士
が
、
破
れ
畳
の
教
室
に
現
わ
れ
、
端
座
し
て
我
々
の
授
業
を
傍
聴
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
新
島
先
生
で
あ
つ
た
の
に
は
驚
ろ
い
た
。
私
は
こ
の
時
、
初
め
て
先
生
の
顔
を
見

た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
先
生
は
私
共
の
中
で
最
年
長
者
と
思
わ
れ
る
生
徒
を
指
し
て
、
「
年
令
は
い
く
つ

か
」
と
間
わ
れ
た
。
四
十
六
才
と
の
答
え
は
、
ま
さ
し
く
新
島
先
生
よ
り
年
上
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
幾
つ

か
の
質
問
を
き
れ
た
後
、
大
い
に
そ
の
生
徒
を
激
励
せ
ら
れ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
予
備
校
の
先
生
は
、

何
れ
も
同
志
社
の
上
級
生
の
み
で
、
本
校
の
先
生
は
一
人
も
居
ら
な
か
つ
た
。
所
謂
、
今
日
の
ア
ル
バ
イ
ト

で
あ
ろ
う
。

　
明
治
十
九
年
の
一
月
か
ら
七
月
ま
で
を
、
予
備
校
で
過
し
た
私
は
、
九
月
の
新
学
期
か
ら
、
無
試
験
で
待

望
の
、
同
志
社
の
普
通
学
校
と
称
す
る
本
科
一
年
に
編
入
き
れ
た
の
で
あ
る
。
本
科
に
入
つ
て
も
、
一
部
の

教
師
は
矢
張
り
上
級
生
で
、
そ
の
中
で
今
も
記
憶
に
残
る
人
は
二
、
三
人
あ
る
が
、
最
も
印
象
の
深
い
人

は
、
安
部
磯
雄
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
後
に
早
稲
田
の
教
師
と
な
り
、
野
球
部
の
創
設
者
と
し
て
名
を
知
ら



れ
、
又
後
年
に
は
社
会
党
の
創
立
者
と
な
り
、
片
山
哲
氏
等
の
先
輩
と
し
て
、
広
く
そ
の
名
を
謳
わ
れ
た
人

で
、
勿
論
政
党
関
係
か
ら
し
て
、
総
理
大
臣
の
候
補
者
と
な
る
人
で
あ
つ
た
。
私
は
普
通
学
校
の
本
科
五
年

を
修
業
す
る
心
算
で
あ
つ
た
が
、
丁
度
そ
の
頃
、
同
志
社
の
最
先
輩
で
あ
る
下
村
孝
太
郎
と
云
う
人
が
ア
メ

リ
カ
留
学
か
ら
帰
朝
さ
れ
て
、
ハ
リ
ス
理
科
学
校
を
創
設
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ハ
リ
ス
と
云
う
奇
特
な
米
人

か
ら
十
万
弗
の
米
貨
を
同
志
社
の
理
科
教
育
資
金
に
寄
附
き
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
本
来
は
普
通
学

校
五
年
卒
業
者
が
、
こ
の
理
科
学
校
に
入
学
す
る
規
定
で
あ
つ
た
が
、
志
願
者
が
少
な
い
た
め
、
四
年
修
了

者
も
無
試
験
で
入
学
を
許
す
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
こ
で
私
は
四
年
修
了
と
同
時
に
五
年
卒
業
の
違
中
と
一
緒

に
理
科
学
校
に
入
学
し
て
、
専
ら
化
学
を
専
攻
し
、
三
年
間
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
。
そ
の
時
の
入
学

者
は
僅
か
に
四
人
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
中
に
後
に
京
都
大
学
の
教
授
と
な
つ
た
知
名
の
化
学
者
、
中
瀬
古
博

士
も
居
つ
た
の
で
あ
る
。
次
の
ク
ラ
ス
か
ら
は
東
京
農
大
の
三
宅
駆
一
教
授
、
今
年
文
化
功
労
章
を
貰
つ
た

東
京
工
大
の
加
藤
与
五
郎
博
士
等
が
輩
出
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
年
の
後
、
同
志
社
全
体
の
財
政
が
一
時
困
難
と
な
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
理
科
学
校
も
経

営
難
に
落
入
り
、
遂
に
閉
鎖
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
れ
は
我
々
出
身
者
に
於
て
は
甚
だ
残
念
至
極
の
こ
と

で
あ
つ
た
。

七
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下
村
先
生
は
、
京
都
を
去
つ
て
、
大
阪
に
至
り
、
ガ
ス
、
コ
ー
ク
ス
会
社
の
社
長
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
確
か
、
今
日
の
大
阪
瓦
斯
会
社
や
大
阪
染
料
会
社
の
先
駆
を
な
し
た
も
の
と
思
つ
て
い
る
。

　
私
の
同
志
社
在
学
は
、
以
上
の
様
に
前
後
七
年
の
長
き
に
渉
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
教
室
に
於
て

は
、
教
師
は
、
そ
の
学
科
に
つ
い
て
、
単
に
講
義
を
な
し
、
生
徒
は
筆
記
す
る
と
云
う
様
な
こ
と
は
な
く
、

専
ら
教
科
書
を
使
用
し
て
、
毎
日
何
ぺ
ー
ジ
づ
つ
と
指
定
せ
ら
れ
、
そ
の
範
囲
を
独
修
し
て
、
教
室
に
出
て

は
独
特
の
範
囲
内
に
就
き
、
教
師
と
生
徒
の
間
に
、
自
由
な
質
疑
応
答
が
交
換
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。
そ

れ
で
あ
る
か
ら
、
教
師
と
生
徒
と
の
接
触
が
、
恰
も
膝
を
交
え
て
勉
強
す
る
気
持
ち
が
起
り
、
教
師
の
及
ぼ

す
感
化
は
忘
れ
難
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
が
後
に
な
つ
て
、
私
を
し
て
母
乳
教
育
と
云
う
も
の
を
唱
道
せ
し

む
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
母
乳
教
育
と
は
、
搾
り
出
し
た
乳
汁
を
器
に
入
れ
て
、
各
自
が
配
分
し
て
飲

む
の
で
な
く
、
直
接
乳
首
に
吸
い
つ
い
て
飲
む
べ
き
で
あ
る
と
云
う
の
で
あ
る
。
母
乳
教
育
に
依
つ
て
生
徒

が
教
師
の
学
力
、
見
識
の
深
浅
を
も
探
知
す
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
又
其
の
人
格
の
厚
薄
を
も
伺
い
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
併
し
何
れ
に
し
て
も
師
弟
の
儀
礼
を
わ
き
ま
え
る
こ
と
は
、
第
一
義
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
同
志
社
に
は
生
徒
を
表
彰
す
る
規
定
が
な
か
つ
た
。
不
良
を
罰
す
る
規
定
は
あ
つ
た
が
、
　
『
飲
酒
登
楼
そ

の
他
淫
楽
が
ま
し
き
所
へ
出
入
を
禁
ず
』
と
云
う
一
節
が
あ
る
の
み
で
あ
つ
た
。
頗
る
漠
と
し
た
箇
条
で
あ
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る
が
、
能
く
生
徒
間
に
常
識
的
に
解
釈
き
れ
、
此
禁
則
を
犯
す
も
の
が
な
か
つ
た
。
私
も
在
学
七
年
の
長
き

問
、
休
暇
中
と
難
も
一
滴
の
酒
も
飲
ま
な
か
つ
た
。
煙
草
は
別
に
禁
則
は
な
か
つ
た
が
、
生
徒
自
身
は
飲
酒

と
同
様
に
考
え
て
、
口
に
す
る
者
は
な
か
つ
た
。
今
日
か
ら
考
え
る
と
不
思
議
な
程
学
校
の
規
則
は
守
ら
れ

て
い
た
。
卒
業
し
て
同
級
の
友
人
と
、
大
阪
か
ら
船
で
帰
郷
の
際
、
船
中
で
初
め
て
彼
と
酒
を
飲
ん
だ
こ
と

は
、
今
も
猶
能
く
記
憶
に
残
つ
て
い
る
。
煙
草
も
卒
業
後
、
の
む
こ
と
を
覚
え
、
今
は
雅
号
も
煙
洲
と
称
し

て
居
る
程
の
愛
煙
家
と
な
つ
た
。

　
私
の
在
学
中
、
只
一
人
だ
け
此
禁
制
を
犯
し
、
処
罰
を
受
け
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
校
長
の
新
島
先

生
は
非
常
な
活
動
家
で
あ
つ
た
が
、
病
身
で
大
磯
に
静
養
し
つ
つ
、
専
ら
同
志
社
大
学
の
計
画
に
奔
走
し
、

京
都
に
居
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
つ
た
。
従
つ
て
私
共
は
、
明
治
十
八
年
の
入
学
時
か
ら
、
二
十
二
年
の
先

生
御
逝
去
ま
で
の
閥
に
、
僅
か
数
回
の
講
話
を
聴
い
た
に
過
ぎ
な
い
様
に
記
億
し
て
い
る
。
毎
朝
学
校
で
は

朝
礼
が
あ
り
、
七
時
半
か
ら
八
時
迄
、
全
校
生
徒
は
講
堂
に
集
つ
て
、
誰
か
教
師
の
一
人
が
司
会
者
と
な

り
、
聖
書
の
一
節
を
読
み
、
讃
美
歌
を
合
唱
し
、
祈
蒔
を
捧
げ
、
そ
の
後
で
訓
話
を
聴
く
こ
と
が
年
中
の
欠

か
き
搬
行
事
で
あ
つ
た
。
あ
る
朝
、
新
島
先
生
は
出
席
せ
ら
れ
、
朝
礼
の
司
会
者
と
な
り
、
訓
話
の
所
に
至

り
、
或
る
一
人
の
生
徒
の
名
を
呼
び
上
げ
起
立
を
命
じ
、
全
校
生
徒
の
前
に
於
て
、
退
校
を
申
し
渡
し
た
。

九
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全
く
秋
霜
洌
｛
日
の
感
に
戦
懐
し
た
の
は
私
の
み
で
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
後
に
て
聞
け
ば
そ
の
生
徒
は
学

校
休
暇
中
大
阪
に
遊
び
、
登
楼
し
た
領
収
書
が
不
用
意
に
も
彼
の
友
人
の
手
に
渡
り
、
友
人
が
こ
れ
を
学
校

に
差
し
出
し
た
た
め
で
あ
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
退
校
き
せ
ら
れ
た
生
徒
は
其
後
新
島
先
生
の
手

厚
き
保
護
指
導
を
受
け
た
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
私
は
当
時
、
学
校
の
取
つ
た
厳
格
な
処
置
に
打
た
れ
た

が
、
学
校
を
恨
む
よ
う
な
気
持
に
は
な
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
厳
し
い
現
実
の
裏
に
、
何
か
温
か
い
も
の
が
潜

在
し
て
居
る
こ
と
を
感
ぜ
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
後
年
私
は
教
育
に
従
事
し
、
そ
れ
ら
の
経
験
か

ら
教
育
上
に
無
賞
罰
主
義
を
実
行
し
た
が
、
同
志
社
の
此
の
一
件
も
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
同
志
社
の
生
徒
間
に
、
私
の
入
学
当
時
は
不
文
律
の
礼
儀
が
あ
つ
た
。
例
え
ば
定
時
刻
に
食
堂
が
開
け
る

と
一
同
食
卓
に
つ
く
が
、
誰
も
食
事
を
始
め
な
い
。
そ
の
内
に
誰
か
生
徒
の
中
の
年
長
者
ら
し
い
人
が
立
つ

て
、
簡
単
な
祈
薦
を
捧
げ
、
そ
れ
が
終
つ
て
か
ら
食
事
を
す
る
の
が
習
慣
で
あ
つ
た
が
、
生
徒
の
数
が
増
加

す
る
に
従
い
、
い
つ
と
は
な
し
に
此
の
不
文
律
の
エ
チ
ケ
ツ
ト
が
破
れ
て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
こ
れ
を
破
つ

た
一
、
二
の
先
駆
者
の
あ
つ
た
こ
と
は
無
論
で
あ
る
。
又
学
校
で
は
時
々
、
外
国
の
著
名
な
伝
導
師
が
来
朝

し
た
時
、
講
演
会
を
催
す
こ
と
が
あ
つ
た
。
或
る
時
、
講
演
者
が
聴
衆
に
向
つ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る

よ
う
強
調
し
た
節
の
あ
る
言
論
を
し
た
際
、
聴
衆
の
一
人
が
立
ち
上
り
異
議
を
申
立
て
、
一
同
を
驚
ろ
か
せ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　
　一

　　　　　　〔　　　　　　一　　1

た
こ
と
が
あ
つ
た
。
当
時
と
し
て
は
形
破
り
の
一
種
の
異
論
者
で
あ
る
様
に
も
見
え
た
が
、
後
日
社
会
に
出

て
其
人
が
日
銀
の
総
裁
と
も
な
り
、
枢
密
顧
問
官
と
も
な
つ
た
こ
と
を
見
て
、
私
の
教
育
上
の
大
な
る
参
考

と
な
り
、
特
に
多
く
の
学
生
中
に
時
々
あ
る
異
端
者
を
見
る
私
の
眼
は
、
世
間
の
多
数
者
と
違
つ
て
居
る
の

を
感
じ
る
よ
う
に
な
つ
た
。

　
私
の
同
志
社
時
代
は
、
世
の
中
が
非
常
に
進
歩
し
た
頃
で
、
太
政
官
制
度
か
ら
、
内
閣
制
度
と
変
り
、
憲

法
発
布
、
帝
国
議
会
の
開
会
な
ど
と
、
急
速
の
進
歩
を
し
た
。
し
か
し
未
だ
交
通
機
関
も
不
充
分
で
あ
る

し
、
新
聞
雑
誌
の
普
及
も
幼
稚
で
、
私
共
青
年
学
徒
も
、
上
級
学
校
へ
は
如
何
な
る
進
路
を
取
る
べ
き
か
に

迷
い
、
又
就
職
す
る
に
も
、
何
等
の
手
引
も
な
か
つ
た
。
私
は
同
志
社
を
卒
業
す
る
と
招
聰
を
受
け
た
の

が
、
横
浜
の
フ
エ
リ
ス
女
学
校
で
あ
つ
た
。
英
文
で
履
歴
書
を
送
れ
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
、
早
速
自
己

・
流
で
届
け
た
所
、
そ
れ
は
頗
る
悪
文
で
あ
つ
た
た
め
、
見
事
に
落
第
し
た
。

　
同
志
社
に
在
学
し
た
の
は
、
七
年
間
で
あ
つ
た
が
、
回
顧
し
て
見
る
と
、
こ
の
間
に
色
々
な
方
面
で
私
の

一
生
を
左
右
す
る
素
地
が
作
ら
れ
た
感
じ
が
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
有
名
な
大
教
育
家
、
新
島
先
生
が
校
長

で
あ
つ
た
が
、
前
述
の
様
に
直
接
々
触
す
る
こ
と
は
な
く
、
前
後
数
回
講
堂
に
於
て
先
生
の
講
演
を
聴
い
た

の
み
で
あ
つ
た
。
然
し
一
種
特
別
の
校
風
が
新
島
先
生
を
中
心
に
醸
成
せ
ら
れ
て
居
り
、
上
級
生
を
通
じ
て

二
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新
島
精
神
を
吹
き
込
ま
れ
、
そ
の
感
化
を
受
け
た
も
の
で
あ
つ
た
。
教
育
勅
語
は
、
我
々
の
在
学
中
に
発
布

せ
ら
れ
た
が
、
学
校
に
於
て
奉
読
き
れ
た
こ
と
は
な
く
、
私
共
は
発
布
さ
れ
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
つ
た
。

学
校
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
綱
領
と
し
て
宣
言
し
、
学
校
の
年
中
行
事
は
、
凡
て
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
式
を
慣

用
し
て
居
つ
た
。
し
か
し
全
く
自
由
主
義
で
、
生
徒
に
向
つ
て
学
校
か
ら
は
勿
論
、
誰
か
ら
も
キ
リ
ス
ト
教

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
同
志
社
に
は
別
に
神
学
校
と
云
う
も
の
が
併
立
せ
ら
れ
て
居
り
、
卒
業

後
社
会
に
出
て
直
接
伝
導
に
従
事
す
る
人
物
を
養
成
し
て
居
つ
た
。
上
級
生
中
の
キ
リ
ス
ト
教
の
熱
心
家
や

神
学
校
の
学
生
な
ど
は
、
時
々
我
々
に
対
し
キ
リ
ス
ト
教
を
説
法
し
た
が
、
こ
れ
は
個
人
的
な
も
の
で
、
学

校
と
連
絡
が
あ
る
様
に
は
少
し
も
感
ぜ
ら
れ
な
か
つ
た
。
此
等
の
説
法
は
、
時
に
は
実
に
う
る
さ
か
つ
た

が
、
後
か
ら
考
え
て
其
の
人
の
熱
心
さ
に
敬
服
し
、
又
多
分
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ

な
い
。
強
い
ら
れ
な
い
学
問
の
勉
強
、
自
由
な
る
信
仰
と
云
う
も
の
は
、
私
の
生
涯
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
若
し
そ
の
時
代
の
同
志
社
が
、
其
れ
に
反
し
何
ら
か
の
圧
迫
を
加
え
て
い
た
な

ら
、
学
校
内
部
で
も
多
少
の
不
愉
快
な
こ
と
が
発
生
し
、
問
題
が
起
つ
た
に
相
違
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
実
に
賢
明
な
学
校
の
処
置
で
あ
つ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
吾
々
同
級
生
の
間
、
又
上
級
生
と
の
間
に
は

実
に
愉
快
な
関
係
と
連
絡
が
あ
つ
て
、
ど
ち
ら
を
見
て
も
悪
友
と
考
え
ら
る
る
様
な
者
は
一
人
も
な
か
つ

『｝



た
。
所
謂
、
切
磋
琢
磨
の
学
生
々
活
を
送
つ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
校
風
を
作
る
と
云
う
こ
と
は
、
学
校
経

営
の
第
一
義
と
云
う
信
念
を
も
ち
、
後
年
私
は
学
校
を
経
営
す
る
に
当
り
相
当
に
其
の
目
的
を
達
し
た
と
思

つ
た
。
こ
れ
は
私
が
同
志
社
に
学
ん
だ
影
響
が
大
き
か
つ
た
と
今
も
猶
思
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

二
二
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巳
駿

ム
目
ハ

本
　
時
　
代

　
明
治
二
十
七
年
七
月
に
同
志
社
理
科
学
校
を
卒
業
し
て
、
其
の
年
の
十
一
月
ま
で
郷
里
で
、
ブ
ラ
ブ
ラ
遊

ん
で
居
た
が
、
熊
本
の
英
学
校
と
云
う
私
立
学
校
に
就
職
の
口
が
あ
つ
た
の
で
、
理
科
と
数
学
の
教
師
と
し

て
赴
任
し
た
。
校
長
は
蔵
原
惟
郭
き
ん
で
洋
行
帰
り
の
、
特
色
あ
る
雄
弁
家
で
、
後
に
東
京
か
ら
代
議
士
に

出
た
人
で
あ
つ
た
。
赴
任
し
て
直
ち
に
熊
本
市
外
の
大
江
村
と
云
う
田
舎
の
家
に
下
宿
し
た
。
此
家
に
居
つ

た
前
の
下
宿
人
は
有
名
な
内
村
鑑
三
き
ん
で
、
学
校
の
私
の
受
持
ち
学
科
も
内
村
き
ん
の
後
を
受
け
継
い
だ

の
で
あ
る
。
従
つ
て
下
宿
か
ら
も
、
又
受
持
ち
の
生
徒
か
ら
も
、
内
村
き
ん
に
就
い
て
の
色
々
な
面
白
い
逸

話
行
動
を
聞
か
さ
れ
た
。
暫
く
此
の
下
宿
に
居
た
が
、
其
後
市
中
に
移
つ
た
。

　
私
は
赴
任
の
時
の
約
束
は
月
給
二
十
五
円
で
あ
つ
た
が
、
実
際
受
取
る
と
き
は
十
五
円
に
ね
ぎ
ら
れ
た
。

　
其
の
時
代
熊
本
で
の
下
宿
料
は
］
日
米
一
桝
と
云
う
、
相
場
で
あ
つ
た
か
ら
、
月
三
円
は
普
通
の
下
宿
料
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で
あ
つ
た
。
私
は
給
料
の
こ
と
は
、
や
か
ま
し
く
云
わ
な
か
つ
た
た
め
、
在
職
中
満
足
に
給
料
を
支
払
わ
れ

た
こ
と
が
｝
度
も
な
か
つ
た
。
翌
年
に
な
つ
て
、
東
洋
の
風
雲
が
段
々
怪
し
く
な
り
、
絶
に
其
の
八
月
に
日
清

戦
争
が
勃
発
し
た
。
夏
休
み
の
帰
郷
の
際
に
は
、
も
う
動
員
が
あ
つ
た
と
見
え
、
熊
本
か
ら
小
倉
ま
で
の
間

は
、
召
集
の
兵
士
で
汽
車
は
満
員
と
な
り
、
途
中
沿
道
の
畑
の
中
か
ら
百
姓
連
中
が
、
鋤
を
ふ
り
上
げ
て
至

る
所
歓
送
す
る
風
景
は
、
悲
壮
で
あ
つ
た
。
夏
休
み
が
終
つ
て
再
び
熊
本
へ
帰
つ
て
見
る
と
、
市
中
に
軍
馬

の
集
ま
り
居
る
こ
と
や
、
其
他
の
様
相
も
変
つ
て
、
戦
争
の
雰
囲
気
が
感
ぜ
ら
れ
た
。
下
宿
へ
落
着
く
と
、

主
婦
は
如
何
に
も
気
の
毒
そ
う
に
、
私
に
向
つ
て
戦
争
が
起
り
諸
物
価
が
騰
貴
し
た
の
で
、
下
宿
料
を
上
げ

て
く
れ
と
の
要
求
で
あ
つ
た
。
聞
く
と
五
十
銭
上
げ
て
三
円
五
十
銭
に
し
て
く
れ
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ

の
一
事
を
考
え
て
も
当
時
の
社
会
経
済
の
様
子
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
学
校
へ
行
つ
て
見
る
と
、
学
校
も
様
子
が
変
つ
て
暦
る
。
校
長
は
雄
弁
家
で
又
頗
る
情
熱
家
で
あ
る
の

で
、
戦
争
で
あ
る
か
ら
学
校
は
閉
鎖
し
、
職
員
生
徒
は
義
勇
兵
と
し
て
立
つ
べ
き
だ
、
と
発
案
し
て
、
援
業

も
何
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
私
は
義
勇
兵
に
な
る
の
が
い
や
で
、
理
由
を
つ
け
て
反
対
し
た
。
あ
の
有
名

な
露
土
戦
争
の
時
ク
リ
ミ
ヤ
が
戦
地
と
な
つ
た
際
、
化
学
の
大
家
メ
ン
デ
レ
エ
フ
が
学
校
を
ク
リ
ミ
ヤ
か
ら

オ
デ
ッ
サ
ー
に
移
転
し
て
学
校
を
継
続
し
た
例
を
引
い
て
熱
心
に
反
対
し
た
。
校
長
は
私
に
対
し
面
前
で
は

一
五
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な
か
つ
た
が
、
非
国
民
扱
い
を
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
自
然
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
辞
表
も
出
き
ず
、
辞
令

も
も
ら
わ
ず
、
其
の
ま
ま
英
学
校
と
関
係
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
昔
は
随
分
何
事
も
ぞ
ん
ぎ
い
の
も
の

で
あ
つ
た
。

　
暫
く
そ
の
ま
ま
浪
人
し
た
が
、
い
く
ら
物
価
が
安
い
と
は
云
え
、
い
つ
ま
で
も
収
入
の
な
い
、
浪
人
で
は

居
ら
れ
な
い
の
で
、
或
る
縁
故
を
た
ど
つ
て
熊
本
第
五
高
等
学
校
の
化
学
の
主
任
教
授
大
幸
勇
吉
先
生
を
訪

問
し
た
。
先
生
と
は
初
対
面
で
あ
つ
た
が
、
事
情
を
述
べ
て
、
私
の
身
の
ふ
り
方
を
依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が

大
幸
先
生
は
、
　
「
化
学
教
室
の
助
手
に
君
を
採
用
し
た
い
が
、
今
一
学
期
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
君
は
同
志

社
出
身
で
あ
る
か
ら
英
語
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
幸
い
現
在
学
校
は
英
語
の
教
師
が
欠
員
な
の
で
、
君
き
え

承
知
な
ら
其
れ
に
推
せ
ん
す
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
、
私
も
意
を
決
し
て
推
せ
ん
を
依
頼
し
た
。

月
俸
十
二
円
以
上
に
な
る
と
、
文
部
省
の
認
可
を
要
す
る
が
、
其
の
以
下
な
ら
学
校
長
の
独
裁
で
任
命
し
得

る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
十
一
円
五
十
銭
の
嘱
託
員
と
な
つ
た
。
高
校
の
俸
給
は
収
入
が
確
実
で
あ
る
の
で
、

英
学
校
と
は
異
な
り
、
こ
れ
で
生
活
は
全
く
安
定
し
た
。
其
の
代
り
に
受
持
つ
た
英
語
の
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ア
ー
ヴ
イ
ソ
グ
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ツ
ク
は
私
に
は
す
こ
し
大
役
で
、
毎
晩
夜
遅
く
ま
で
、
時
に
は
二
時
頃
ま
で

下
調
べ
の
た
め
勉
強
し
た
。
私
の
生
涯
で
最
も
苦
し
い
時
代
で
あ
つ
た
。
し
か
し
最
も
緊
張
し
た
時
代
で
あ



つ
た
。
と
に
か
く
此
の
苦
し
き
時
代
を
無
事
に
き
り
ぬ
け
、
予
定
通
り
次
の
学
期
よ
り
化
学
教
室
の
助
手
と

な
り
、
大
幸
教
授
の
講
義
の
実
験
準
備
を
受
持
ち
、
か
た
わ
ら
学
生
の
化
実
実
験
を
担
当
し
た
。

　
当
時
五
高
に
は
教
師
と
し
て
夏
目
漱
石
、
小
泉
八
雲
、
秋
月
胤
永
と
云
う
様
な
名
士
が
居
つ
た
。
私
は
職

務
の
余
暇
を
以
て
、
夏
目
教
授
の
講
義
を
聴
い
た
。
小
泉
八
雲
先
生
や
秋
月
胤
永
先
生
に
は
直
接
習
わ
な
か

つ
た
が
、
其
の
風
貌
に
接
し
た
こ
と
は
、
後
々
ま
で
忘
れ
得
搬
印
象
で
あ
る
。
秋
月
先
生
は
幕
末
、
東
北
戦

争
の
際
に
は
会
津
の
城
を
守
つ
た
大
将
の
一
人
で
あ
つ
た
。
当
時
は
西
南
戦
争
を
去
る
ま
だ
十
数
年
で
あ
つ

た
の
で
、
田
原
坂
や
八
代
の
球
摩
川
の
土
手
へ
行
け
ば
弾
丸
の
跡
は
能
く
見
え
、
封
建
の
遺
跡
は
何
処
に
も

忍
ば
れ
た
。
秋
月
先
生
の
如
き
は
生
徒
の
名
簿
に
、
其
出
身
藩
名
を
き
き
だ
し
記
録
し
て
居
つ
た
。
独
り
秋

月
先
生
の
み
な
ら
ず
、
今
か
ら
考
え
て
見
る
と
特
色
あ
る
教
師
が
少
な
か
ら
ず
在
職
し
て
居
つ
た
。
五
高
に

於
い
て
猶
私
の
記
憶
に
残
る
も
の
は
修
学
旅
行
で
あ
つ
た
。
修
学
旅
行
は
海
路
に
於
け
る
船
以
外
は
凡
て
徒

，
歩
で
あ
つ
た
、
遠
方
は
福
岡
県
の
呼
子
、
名
護
屋
ま
で
も
行
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
教
師
の
中
に
歴
史
の
教

擾
で
武
藤
虎
太
と
云
う
人
が
あ
つ
て
、
歴
史
上
の
古
跡
で
は
一
同
を
集
め
、
至
る
と
こ
ろ
で
講
演
を
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
は
、
実
に
有
益
で
楽
し
く
、
今
も
記
憶
に
充
分
残
つ
て
居
る
。
こ
の
思
い
出
の
上
に
立
つ
て
今
の

修
学
旅
行
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
と
、
些
か
飽
き
足
ら
搬
所
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

一
七



一
八

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
時
代

　
私
は
学
歴
と
し
て
は
、
同
志
社
の
理
科
学
校
を
卒
業
し
た
の
み
で
、
中
等
学
校
教
員
の
資
格
を
持
た
な
か

つ
た
。
そ
の
頃
毎
年
一
回
、
中
学
校
、
師
範
学
校
の
教
員
資
格
を
与
え
る
検
定
試
験
が
あ
つ
た
。
私
は
化
学

の
教
員
免
状
を
得
よ
う
と
思
い
、
試
験
を
受
け
る
た
め
東
京
へ
出
た
。
当
時
試
験
は
東
京
帝
国
大
学
で
行
わ

れ
、
そ
の
時
の
試
験
官
は
、
桜
井
錠
二
、
池
田
菊
苗
の
両
先
生
で
あ
つ
た
。
二
十
一
人
の
志
願
者
の
中
、
幸

に
も
私
一
人
だ
け
が
合
格
し
た
。
試
験
終
了
後
突
然
私
は
桜
井
先
生
の
部
屋
に
呼
ば
れ
、
　
「
お
前
が
大
学
で

勉
強
し
た
け
れ
ば
、
専
科
生
と
し
て
無
試
験
で
入
学
き
せ
て
や
ろ
う
。
」
と
の
思
い
が
け
ぬ
勧
誘
を
受
け
た

の
で
あ
つ
た
。
私
は
桜
井
先
生
と
は
初
対
面
で
あ
つ
て
、
先
生
の
こ
の
申
出
に
は
、
い
た
く
感
激
し
た
。
そ

れ
か
ら
私
は
熊
本
に
帰
り
、
同
じ
入
学
を
す
る
な
ら
専
科
よ
り
本
科
に
し
よ
う
と
考
え
、
そ
の
後
一
年
問
、

化
学
の
助
手
を
し
な
が
ら
、
高
等
学
校
の
学
科
を
独
学
で
勉
強
し
、
翌
年
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
試
験
に
合



格
し
て
、
明
治
二
十
九
年
に
理
科
大
学
の
化
学
科
に
入
学
し
た
の
で
あ
る
。

　
三
年
間
の
理
科
大
学
在
学
中
は
、
別
に
こ
れ
と
い
う
こ
と
も
な
く
無
事
に
修
学
し
、
そ
し
て
卒
業
し
た
。

入
学
し
た
の
は
五
人
で
あ
つ
た
が
、
事
故
の
た
め
卒
業
の
時
は
三
人
で
あ
つ
た
。
同
級
の
二
人
は
名
誉
教
授

片
山
正
夫
君
と
浜
松
高
工
初
代
校
長
関
口
壮
吉
君
で
関
口
君
は
惜
し
く
も
早
世
し
た
。
当
時
理
科
の
卒
業
生

で
実
業
界
に
出
る
者
は
殆
ん
ど
な
く
、
実
業
界
か
ら
も
理
科
に
人
を
求
め
る
こ
と
は
稀
で
、
大
概
は
学
校
の

教
員
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
私
は
実
業
界
を
望
ん
で
い
た
が
適
当
な
職
が
な
い
の
で
、
或
る
人
の
世

話
で
島
根
県
の
浜
田
中
学
に
就
職
を
し
よ
う
と
し
て
居
つ
た
。
当
時
の
卒
業
期
は
七
月
で
、
新
学
期
は
九
月

に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
卒
業
式
の
日
、
た
ま
た
ま
式
場
に
列
せ
ん
と
し
て
下
宿
の
門
を
出
た
時
、
私
宛
の
一

通
の
封
書
を
受
取
つ
た
。
そ
れ
は
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
の
校
長
、
中
川
先
生
か
ら
の
も
の
で
あ
つ
た
。
先

生
は
三
年
前
、
私
が
熊
本
五
高
に
奉
職
当
時
、
そ
こ
の
校
長
で
あ
つ
た
人
で
あ
る
。
書
面
に
よ
る
と
、
「
お

前
は
今
年
大
学
を
卒
業
す
る
筈
だ
が
、
卒
業
し
た
ら
仙
台
に
来
て
二
高
の
講
師
と
な
れ
。
そ
の
傍
ら
仙
台
の

二
高
に
は
医
学
専
門
学
校
が
附
属
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
方
の
講
師
を
兼
任
し
て
暫
く
忍
耐
せ
よ
。
そ
の
中

に
教
授
の
席
が
空
く
だ
ろ
う
か
ら
。
」
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
頃
の
大
学
卒
業
者
は
直
ち
に
、
高
等
学

校
の
教
授
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
乃
。
私
は
浜
田
の
方
を
断
り
、
仙
台
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
九



二
〇

そ
し
て
翌
年
の
春
ま
で
両
校
に
講
師
と
し
て
勤
め
、
春
に
な
る
と
二
高
教
授
に
任
命
せ
ら
れ
て
、
明
治
三
十

七
年
の
夏
ま
で
の
満
五
力
年
間
を
勤
続
し
た
の
で
あ
る
。



仙
台
二
高
教
授
時
代

　
こ
の
問
の
出
来
事
の
二
、
三
を
記
し
て
み
る
と
、
明
治
三
十
七
年
に
は
日
露
戦
争
が
起
つ
た
。
・
シ
ア
と

云
う
世
界
一
の
大
陸
軍
国
と
戦
争
を
始
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
国
民
に
非
常
に
大
き
い
衝
動
を
与
え
、
二

高
に
於
て
も
、
兵
式
体
操
の
教
師
の
多
く
は
、
予
備
・
後
備
の
軍
人
で
あ
つ
た
た
め
全
部
召
集
き
れ
て
、
兵

式
体
操
は
出
来
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
或
る
日
、
全
校
の
学
生
が
講
堂
に
集
つ
た
機
会
に
、
私
は
学
校
長

の
許
可
を
得
て
、
全
校
生
徒
の
前
に
立
ち
、
「
学
生
諸
君
は
兵
役
の
義
務
を
免
除
き
れ
、
こ
の
大
戦
争
の
間

に
あ
つ
て
静
か
に
学
生
々
活
を
送
つ
て
い
る
。
教
師
が
居
な
い
か
ら
と
云
つ
て
、
兵
式
体
操
を
休
ん
で
し
ま

う
の
は
残
念
至
極
で
、
学
生
自
身
が
こ
れ
を
起
し
、
そ
の
堪
能
な
者
は
自
ら
隊
長
と
な
つ
て
継
続
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
」
と
の
趣
旨
を
述
べ
全
校
生
徒
の
畷
起
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
二
高
は
一
都
二
部

三
部
に
分
れ
、
卒
業
後
帝
国
大
学
へ
は
、
一
部
は
法
文
二
部
は
工
科
理
科
、
三
部
は
医
科
に
進
学
す
る
の
で

二
一



二
二

あ
つ
た
。
私
は
三
部
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
つ
た
が
、
三
部
の
学
生
は
、
所
謂
こ
の
自
治
的
体
操
に
全
員

賛
成
し
、
二
部
も
大
半
は
賛
成
で
あ
つ
た
が
、
一
部
は
反
対
し
た
。
教
頭
で
あ
つ
た
三
好
愛
吉
先
生
は
、
こ

の
反
対
を
遺
憾
と
し
て
自
ら
調
練
服
を
作
り
、
仙
台
の
四
連
隊
に
行
き
兵
式
体
操
を
習
得
し
て
帰
り
、
自

分
が
大
将
と
な
り
、
全
学
生
を
率
い
て
自
治
体
操
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
三
部
の
隊
長
で
あ
つ
た

学
生
は
加
藤
耕
三
君
で
、
後
年
横
浜
で
関
東
病
院
を
経
営
し
、
横
浜
高
工
の
校
医
と
な
つ
た
人
で
あ
る
。

　
当
時
の
文
部
大
臣
は
、
久
保
田
と
云
う
人
で
、
た
ま
た
ま
東
北
を
巡
廻
し
た
際
、
二
高
に
立
寄
ら
れ
た

が
、
学
校
で
自
治
的
兵
式
体
操
に
よ
る
分
列
式
の
礼
を
受
け
た
だ
け
で
立
去
ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
三
好

愛
吉
教
頭
は
、
後
に
二
高
校
長
と
な
り
。
そ
れ
か
ら
は
宮
内
省
に
転
じ
、
秩
父
、
高
松
、
三
笠
の
各
宮
様
の

傅
育
官
長
に
な
ら
れ
た
。
非
常
に
独
立
果
断
な
稀
に
見
る
官
僚
臭
の
な
い
教
育
家
で
あ
つ
た
。

　
又
、
そ
の
頃
学
校
で
は
色
々
な
催
し
が
、
全
校
を
挙
げ
て
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
催
し
の
後
で
は
必
ず
慰
労

休
暇
を
請
求
し
た
の
で
、
学
校
で
も
そ
の
弊
に
苦
し
ん
で
居
つ
た
。
或
る
時
、
三
好
教
頭
は
、
請
わ
る
る
ま

ま
に
思
い
切
つ
て
約
一
週
の
長
き
に
亘
る
大
運
動
会
を
許
可
し
た
。
三
日
・
四
日
と
プ
・
グ
ラ
ム
が
進
む
中

に
段
々
だ
れ
気
味
と
な
り
、
最
後
は
甚
だ
振
わ
な
い
結
果
に
終
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
三
好
教
頭
は
痛

烈
な
批
評
を
加
え
て
生
徒
を
訓
戒
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
は
教
頭
の
指
示
に
従
い
種
々
な
催
し
も
自
然
に



引
締
つ
た
も
の
と
な
つ
た
。
二
日
以
上
の
学
校
の
休
業
は
文
部
省
の
許
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
内
規
が
あ
つ

た
。
こ
の
大
運
動
会
は
、
中
川
校
長
が
上
京
中
で
、
言
わ
ば
留
守
中
の
教
頭
独
断
行
為
で
あ
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
又
、
文
部
省
の
官
吏
が
仙
台
地
方
に
来
て
、
た
ま
た
ま
そ
の
行
事
を
見
て
帰
り
、
本
省
に
報
告

す
る
と
同
時
に
、
上
京
中
の
校
長
に
も
知
ら
せ
た
の
で
、
内
規
違
反
行
為
と
し
て
問
題
に
な
ろ
う
と
し
た

が
、
結
末
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
、
免
も
角
表
面
は
何
事
も
な
く
済
ん
だ
よ
う
で
あ
つ
た
。
こ
の
様
な
点
で
、

文
部
省
と
そ
の
頃
の
学
校
の
間
に
は
、
実
に
よ
い
諒
解
と
融
通
が
あ
つ
た
も
の
と
み
え
る
。

　
在
職
中
、
私
は
庭
球
部
長
と
し
て
働
い
た
。
そ
の
間
他
の
部
と
論
争
も
し
た
し
喧
嘩
も
し
た
。
時
に
は
校

友
の
間
に
不
穏
の
空
気
を
醸
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
校
長
は
私
を
呼
び
、
庭
球
部
長
を
や
め
て
弓
道
部

長
に
な
れ
と
の
相
談
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
左
遷
で
あ
つ
た
。
中
川
校
長
は
弓
道
に
堪
能
な
人
で
あ

り
、
私
は
校
長
の
意
を
よ
く
察
し
た
の
で
、
何
等
の
異
議
な
く
弓
道
部
長
を
引
受
け
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
私
は
、
実
業
界
を
志
し
た
の
で
あ
る
が
二
高
の
教
授
と
な
つ
た
。
戦
争
は
あ
つ
た
が
、
実
業
界

も
殊
に
私
の
専
門
の
化
学
方
面
に
関
す
る
工
業
は
、
更
に
発
展
の
傾
向
は
見
え
な
い
の
で
、
そ
の
方
面
に
出

る
機
会
は
愈
々
少
な
く
な
り
、
私
も
断
念
し
て
、
一
生
を
教
育
界
で
続
け
よ
う
と
決
心
し
た
。
教
育
界
に
在

る
な
ら
ば
、
高
等
学
校
の
よ
う
な
大
学
へ
の
予
備
教
育
の
場
所
で
な
く
、
教
育
の
本
舞
台
で
あ
る
師
範
系
統

二
三

」



二
四

の
学
校
に
転
じ
た
い
と
考
え
、
そ
の
由
を
校
長
に
委
し
く
陳
べ
て
斡
旋
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
中
川
校
長
は

自
ら
そ
の
労
を
と
つ
て
、
広
島
高
等
師
範
学
校
に
空
席
を
見
出
し
転
任
さ
せ
て
呉
れ
た
の
で
あ
る
。

　
仙
台
二
高
時
代
の
私
に
と
つ
て
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
一
件
を
記
し
て
置
き
た
い
。
こ
れ
は
屡
々
話
し
た
こ
と

で
は
あ
る
が
。
或
る
一
夕
、
中
川
校
長
を
訪
ね
て
私
の
待
遇
に
つ
い
て
の
不
満
を
訴
え
た
。
こ
の
不
満
は
私

の
自
発
的
な
も
の
で
な
く
、
あ
る
同
僚
か
ら
煽
動
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
校
長
は
し
ば
し
無
言
の
儘
で
居
ら

れ
た
が
、
「
君
で
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
云
う
の
か
。
」
と
た
だ
一
言
。
そ
の
一
言
で
私
は
所
謂
冷
汗
三
斗
、

取
り
返
え
し
の
つ
か
ぬ
董
恥
に
、
平
身
低
頭
し
「
よ
く
解
り
ま
し
た
。
」
と
申
し
上
げ
た
の
み
で
、
余
談
に

移
つ
た
。
以
後
広
島
に
三
年
、
外
国
で
二
年
、
其
の
前
二
年
合
計
八
年
一
度
も
昇
進
せ
ず
、
所
謂
三
年
一
度

び
も
遷
ら
ず
十
年
同
席
を
暖
た
め
た
が
、
待
遇
に
関
し
て
の
不
平
不
満
は
、
一
言
半
句
も
云
わ
な
か
つ
た
。

　
外
国
留
学
か
ら
帰
つ
て
、
蔵
前
の
高
工
に
移
つ
た
と
き
、
私
の
待
遇
が
同
僚
に
比
し
て
非
常
に
劣
つ
て
い

る
こ
と
に
気
ず
か
れ
て
か
、
昇
級
の
機
会
が
あ
る
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
数
年
の
間
に
世
間
並
に
な
つ
た
。

こ
れ
は
私
に
と
り
終
生
忘
れ
得
な
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。



広
島
高
師
時
代

　
教
育
の
本
舞
台
と
信
じ
、
姐
待
を
も
つ
て
赴
任
し
た
広
島
の
高
等
師
範
は
、
想
像
と
は
全
く
逆
で
、
私
は

非
常
な
失
望
を
感
じ
た
。
学
校
は
実
に
自
由
が
少
な
く
、
色
々
な
規
則
の
下
に
圧
迫
せ
ら
れ
て
い
る
様
に
思

わ
れ
た
σ
学
生
は
全
部
寄
宿
舎
に
収
容
さ
れ
、
筆
墨
其
他
文
房
具
類
に
至
る
ま
で
一
定
の
も
の
が
支
給
せ
ら

れ
、
外
出
の
際
の
門
限
は
厳
し
く
、
凡
て
が
厳
格
な
監
督
の
下
に
あ
つ
た
。
教
師
も
同
様
で
宴
会
に
酒
を
用

、
い
る
こ
と
も
な
く
、
食
堂
で
の
毎
日
の
会
食
も
生
徒
と
同
じ
も
の
を
、
校
長
を
始
め
全
職
員
が
喰
べ
た
の

で
、
弁
当
代
も
学
生
と
同
額
で
あ
つ
た
。
学
生
の
中
に
は
、
こ
の
事
に
不
平
の
者
が
あ
つ
た
の
で
、
よ
く
聞

い
て
み
る
と
、
教
師
は
生
徒
と
一
見
同
じ
食
事
で
あ
る
が
、
質
が
よ
い
と
の
こ
と
で
、
要
す
る
に
教
師
は
生

徒
の
上
前
を
刎
ね
て
い
る
と
云
う
の
で
あ
つ
た
。
之
れ
を
私
は
能
く
探
求
し
て
か
ら
以
後
私
は
近
所
の
西
洋

料
理
店
か
ら
弁
当
を
運
ば
せ
て
、
た
だ
一
人
異
つ
た
食
事
を
採
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
食
堂
で
は
各

二
五
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自
、
思
い
思
い
好
む
も
の
を
食
べ
る
様
に
な
つ
た
。

　
又
当
時
、
学
校
に
は
運
動
会
な
ど
の
催
し
物
は
一
切
な
か
つ
た
の
で
不
平
が
起
り
、
是
非
運
動
会
を
催
し

た
い
と
、
不
穏
の
行
動
は
時
々
現
わ
れ
た
。
そ
の
黒
幕
は
、
同
調
者
は
あ
つ
た
に
し
て
も
私
一
人
で
、
学
生

中
の
二
、
三
の
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
学
校
に
対
抗
し
た
。
こ
の
連
中
と
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
一
隅
で
計
画
を
練
る

こ
と
と
し
、
私
の
宅
の
訪
問
は
一
切
禁
じ
、
私
宅
附
近
を
俳
徊
す
る
こ
と
き
え
私
は
禁
止
す
る
迄
に
し
た
。

遂
に
学
生
は
、
あ
の
厳
粛
な
講
堂
で
の
校
長
訓
話
に
対
し
、
床
を
踏
み
鳴
ら
し
て
妨
害
す
る
よ
う
な
状
況
と

な
る
に
至
り
、
学
校
は
折
れ
て
、
運
動
会
を
催
す
こ
と
と
な
つ
た
。
そ
の
成
績
は
非
常
に
よ
く
、
満
足
な
成

果
を
お
き
め
た
。
し
か
し
学
校
当
局
は
、
こ
れ
ま
で
に
至
る
間
に
は
、
必
ず
煽
動
し
た
者
が
あ
る
筈
と
し

て
、
そ
れ
は
鈴
木
で
あ
ろ
う
と
喚
ぎ
つ
け
、
そ
の
証
拠
を
挙
げ
て
諭
旨
免
官
に
し
よ
う
と
、
教
務
主
任
の
小

西
教
授
（
後
の
京
大
総
長
）
と
赤
木
教
授
の
両
人
を
私
宅
に
差
向
け
、
夜
の
二
時
に
至
る
深
更
迄
、
私
を
吊

し
上
げ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
私
は
既
に
そ
の
こ
と
あ
る
を
感
ず
い
て
い
た
の
で
、
何
ら
証
拠
を
握
ら
れ
ず
に

終
つ
た
。

　
こ
の
様
な
こ
と
が
、
万
事
解
決
し
て
学
校
が
円
滑
に
運
営
き
れ
て
行
つ
た
後
、
小
西
君
は
、
私
に
対
し
、

で
あ
の
時
は
、
学
校
長
の
命
を
受
け
我
々
両
人
は
こ
れ
こ
れ
の
目
的
君
を
訪
間
し
、
誠
に
お
気
の
毒
で
あ
つ



た
が
、
止
む
を
得
な
か
つ
た
と
洩
ら
き
れ
た
の
を
聞
い
た
。

　
広
島
の
在
職
三
年
が
将
に
終
ろ
う
と
し
た
時
、
帝
大
の
桜
井
先
生
か
ら
蔵
前
の
東
京
高
等
工
業
学
校
へ
の

転
任
と
、
欧
州
留
学
の
勧
誘
が
あ
つ
た
。
実
業
に
志
し
て
そ
の
意
を
得
ず
、
教
育
の
本
舞
台
に
在
つ
て
そ
の

教
育
に
飽
き
足
ら
ず
思
つ
て
い
た
私
は
、
実
業
に
直
結
す
る
工
業
教
育
な
ら
ば
、
と
直
ち
に
決
心
し
て
喜
ん

で
転
任
承
諾
の
旨
を
通
じ
た
。

二
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欧
州
留
学
の
内
意
を
受
け
て
か
ら
出
発
ま
で
は
、
準
備
手
続
等
の
た
め
半
年
を
要
す
る
の
が
普
通
で
あ
る

が
、
丁
度
学
校
長
の
北
条
さ
ん
が
国
際
教
再
会
議
出
席
の
た
め
・
ン
ド
ン
に
行
く
準
備
中
で
あ
つ
た
の
で
、

校
長
は
私
の
真
意
を
了
解
し
て
い
た
こ
と
か
ら
急
に
私
と
河
行
し
よ
う
と
誘
わ
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
留
学
の

手
続
を
急
い
で
貰
い
、
五
月
に
内
意
を
受
け
て
七
月
も
半
ば
に
至
ら
ず
し
て
、
校
長
と
同
船
で
欧
州
に
向
け

出
発
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
欧
州
で
の
私
は
専
ら
ド
イ
ッ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
に
滞
在
し
そ
の
地
の
高
等
工
業
に
席
を
贋
い
て
勉
強
し
た
。

そ
の
間
に
偶
然
に
も
蔵
前
高
工
の
手
島
校
長
が
イ
ギ
リ
ス
に
来
て
、
ド
イ
ッ
に
渡
り
私
を
尋
ね
ら
れ
た
。
私

は
そ
の
時
始
め
て
手
島
校
長
と
面
会
し
、
親
し
く
歓
談
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
手
島
校
長
は
幾
度
も

ア
メ
リ
カ
を
視
察
し
て
欧
州
に
渡
つ
た
こ
と
も
あ
つ
た
が
何
れ
も
太
平
洋
、
大
西
洋
の
往
復
で
あ
り
、
イ
ン



ド
洋
を
航
行
し
た
の
は
、
こ
の
時
が
始
め
で
あ
つ
た
と
の
こ
と
で
、
先
生
は
、
「
南
洋
諸
国
に
は
化
学
工
業

の
原
料
が
実
に
豊
富
で
、
あ
れ
程
、
豊
か
で
あ
る
と
は
、
今
回
ま
で
夢
想
だ
に
し
な
か
つ
た
所
で
あ
る
。
我

国
は
今
後
こ
の
方
面
に
大
い
に
力
を
尽
き
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
懇
々
と
私
に
語
ら
れ
た
。
私
も
同
じ
コ
ー

ス
を
通
つ
て
欧
州
に
来
た
の
で
あ
つ
た
が
、
見
聞
し
た
も
の
は
、
た
だ
珍
ら
し
い
と
云
う
の
み
で
、
校
長
の

意
見
を
聴
い
て
か
ら
初
め
て
私
の
不
注
意
と
不
見
識
に
気
付
き
、
同
時
に
先
生
の
詳
し
い
観
察
に
敬
服
し
感

激
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
私
は
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
、
学
校
を
観
察
し
設
備
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
同

時
に
蘭
領
印
度
と
の
関
係
等
に
つ
き
興
味
を
も
つ
て
見
学
し
得
た
こ
と
は
、
全
ぐ
手
島
校
長
の
啓
発
に
よ
る

も
の
で
あ
つ
た
。
後
年
横
浜
高
工
教
助
授
の
堀
江
不
器
雄
君
を
南
洋
専
門
の
在
外
研
究
生
と
し
て
派
遺
し
た

の
も
、
そ
の
因
は
こ
の
辺
に
在
る
の
で
あ
る
。
南
洋
に
文
部
省
か
ら
派
遣
せ
ら
れ
た
者
は
、
他
に
も
多
少
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
欧
米
留
学
へ
の
途
次
に
視
察
す
る
程
度
で
、
南
洋
専
門
は
堀
江
君
が
唯
一
人
で
あ
つ
た
の

、
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

　
又
こ
の
時
、
校
長
は
補
習
教
育
の
必
要
盈
諄
々
と
説
か
れ
、
蔵
前
の
高
工
に
も
夜
間
補
習
教
育
の
設
備
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
こ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
は
相
当
な
大
都
会
で
あ
る
か
ら
、
各
種
の
補

習
教
育
機
関
が
完
備
し
て
い
る
と
思
う
。
案
内
し
て
く
れ
－
」
と
の
依
頼
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ま
で
私
は
補
習
教

蘇r
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育
と
云
う
名
き
え
知
ら
ず
、
夜
聞
の
学
校
に
は
全
然
無
関
心
で
あ
つ
た
た
め
、
こ
の
依
頼
に
は
全
く
閉
口
し

た
が
、
何
と
か
土
地
の
人
か
ら
聞
き
出
し
て
、
先
生
の
申
出
に
応
ず
る
こ
と
が
出
来
た
。
其
の
後
、
英
国
に

行
つ
た
際
、
マ
ン
チ
エ
ス
タ
ー
で
補
習
教
育
を
進
ん
で
視
察
し
た
の
も
、
後
年
私
が
横
浜
高
工
を
経
営
す
る

よ
う
に
な
つ
て
夜
間
補
習
教
育
に
意
を
用
い
た
の
も
そ
の
因
縁
で
あ
る
。
こ
の
時
、
私
が
創
設
し
た
補
習
教

育
は
現
在
市
立
横
浜
工
業
高
等
学
校
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

　
私
の
留
学
は
二
年
の
期
限
で
あ
つ
た
が
、
本
省
の
都
合
で
十
ヵ
月
延
期
せ
ら
れ
、
二
年
十
カ
月
に
な
り
ア

メ
リ
カ
経
由
で
帰
朝
し
た
。
そ
し
て
帰
国
後
は
蔵
前
の
高
等
工
業
学
校
に
職
を
奉
じ
た
の
で
あ
つ
た
。


